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正則化がある．本研究では，Total Variation 正則化をベースとして，単一画像による超解像手法を提案する． 
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【題目】歩行の評価方法に基づいたリハビリ効果の可視化法 
歩行訓練に対して行われるリハビリテーション効果の評価というのは理学療法士が臨床の際に効果を目で見て主
観で判断している．しかし，その判断要素の中で効果がどの程度であったか見るだけで分かりやすい評価要素と，
分かりづらい評価要素がある．そのため，目では見えづらい評価要素における歩行の変化をグラフや数値として見
ることによってリハビリの効果を定量的に見たいという要求がある．本研究では，感覚的に捉えている「歩行を見
ていて安心」する要素の検討とその数値化について取り組んだ．理学療法士 9 名にアンケートをとった結果から，
その要素の一つが，同じ動作を同じように繰り返せるか，という要素であることが分かった．本研究では，これを
「周期性」と呼び，踵運動の周期性に着目した 3 軸角速度無線センサによる踵運動の定量化手法を検討している．
センサを両踵に装着することで，歩行中に踵が周期的に行う 3 つの動作(着床の動作，蹴り出しの力具合，振り出し
時の踵の動作)を回転運動として計測する．計測結果に対して相互相関関数を用いることで，繰り返し同じ動作がで
きているか，という情報を数値として求めることができる．そして，その情報について，歩行過程全体を可視化す
る手法を提案した．提案手法によって，被験者の特徴が一覧できるようになり，リハビリ過程における変化が分か
りやすくなる可能性が示唆された． 
 
【題目】郷土芸能における技能の可視化法 
本研究では，連動に着目した技能の抽出可視化のために，（１）すり足動作の評価観点の抽出，（２）和太鼓学
習におけるリズム感の学習支援システム，に取り組んだ． 
（１）すり足動作の評価観点の抽出においては，熟練者と初級者の動きの違いが生まれる要因を明らかにするこ
とを目指した．動きの過程を取得するため，動きの変化量が取得可能な加速度センサを腰部に設置し実験を行った．
対象とした動作は，劇団わらび座における基本の舞の 1つである「腰の押し出し動作」である．実験結果より，足
と腰が動き出すと考えられていた箇所よりも前に，腰が動く時間が存在することが明らかとなった．動き出しに違
いが現れる要因を明らかにするため，足裏に圧力センサを設置し，足裏の加重変化と腰部の関係性の検証を行った．
これにより，熟練者は腰と足を同時に動かすために，動き出し部分よりも前の段階で，かかとから拇指球へ体重を
移動させ，準備を行っていたことが判明した．  
（２）和太鼓学習において，自身がリズムをつかんで演奏する必要があるが，自分よりも熟練度の高い人たちと
演奏することで，自分ができている，と錯覚してしまうことがある．本研究では，学習者本人が認識しているリズ
ムと実際の打撃リズムのズレを認識できるシステムの開発に取り組んだ．提案システムでは，指向性マイクで音を
拾い，基準音の時刻とのズレを自動的に判定し，リアルタイムに色による表示でズレ量を可視化することができる．
さまざまなレベルの被験者 7名に対して，実験を行ったところ，上級者はテンポからのズレがほぼなくズレが一定
であり，熟練度が下がることで，そのズレの量が増加し，ズレの量にも変動があることが分かってきた．また，リ
アルタイム表示することで，直しながら叩くことも可能であることが分かった．初心者が熟練者と一緒に叩くとき
は，初心者が熟練者に合わせる行為を無意識に行っているが，合わせるための仕掛けが視覚的に情報を与えること
による独習による自己改善の可能性が示唆された． 
  
